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令和 5年度 エコパートナー紹介NO.45 

 

四日市再生「公害市民塾」 
ＵＲＬ：http://yokkaichi-kougai.www2.jp/  

活動紹介 

■活動場所 

「四日市公害と環境未来館」活動室（じばさん 2階）他 

■活動日、活動頻度等 

月 1回例会（第 3土曜日 13：30～ 2時間程度）、その他不定期に随時開催。 

2023年度は 12回開催。 

■活動内容など。 

・四日市公害に関する資料整理・保存・活用方法の研究。出前授業。 

・情報発信 月刊『こちら市民塾』（Ａ４判）発行 

 ホームページ・フェイスブック 

・エコパートナー事業の企画・運営 

 2023年度実績 7月 30日（日） 

講演 和田崇さん（三重大学准教授） 

 演題「四日市公害と文学」  

参加者 50名 

・四日市市主催行事に出展 

 12月 2日（土） 

 環境フェア（じばさん 6階） 

 12月 10日（日） 

 人権フェスタ（文化会館展示棟）   

代表者の思い 

「四日市公害は過去のことではない」が基本的な考え方です。公害訴訟判決から 51年が経過し、 

環境改善が進んだことは確かですが、判決で指摘された立地上の問題は解決されていません。 

大規模震災（津波）の心配される中で、安全対策が確立されているとは思えません。 

開発優先ではない都市計画を求めます。 

そのためには市民一人一人の関心と監視が不可欠です。資料を提供し、市民のみなさんと 

ともに考え実行していきたいと思っています。ぜひ仲間に加わって下さい。 

PR 

書籍出版のご案内 

  『青空のむこうがわ』（伊藤三男著 2022 風媒社 1980円 ） 

  『四日市公害百題＋10』（市民塾編 2018 自費出版 550円） 

  『空の青さはひとつだけ』（マンガ「ソラノイト」所収 2016 1100円） 

  『きく・しる・つなぐ 四日市公害を語り継ぐ』（2015 くんぷる 2200円） 

いずれも「そらんぽ」ミュージアムショップで販売しています。 

 


